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は
じ
め
に 

二
〇
一
二
年
四
月
の
「
蒲
田
モ
ダ
ン
月
例
研
究
会
」
で
岡
茂
光
氏

の
発
表
の
中
で
強
く
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
東
洋
オ
ー
チ
ス
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
会
社
が
東
海
道
沿
線
脇
に
設
置
し
た
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
の

こ
と
で
し
た
。
そ
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
は
高
さ
が
一
・
八
メ
ー
ト
ル
、

横
幅
が
四
八
メ
ー
ト
ル
と
当
時
（
一
九
三
三
年
）
東
海
道
沿
線
で
は

最
も
大
き
な
も
の
で
、
列
車
の
乗
客
は
ネ
オ
ン
の
輝
き
に
目
を
奪
わ

れ
た
と
あ
り
ま
し
た
。
多
摩
川
を
過
ぎ
て
終
着
の
東
京
駅
が
間
近
と

乗
客
が
感
じ
た
時
に
目
に
入
っ
て
く
る
の
が
煌
び
や
か
で
近
代
的

な
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
、
あ
た
か
も
「
蒲
田
モ
ダ
ン
」
の
象
徴
の
如
き
存

在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

こ
の
話
は
、
同
時
に
私
の
幼
い
こ
ろ
の
在
り
し
日
を
思
い
起
こ
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
子
供
の
頃
、
家
族
旅
行
の
帰
途
、
車
が
多
摩
川

大
橋
に
か
か
る
時
に
目
に
入
る
桂
川
製
作
所
の
ネ
オ
ン
は
、
あ
あ
も

う
す
ぐ
、
家
だ
な
と
、
な
ん
と
な
く
ホ
ッ
と
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
の
昔
、
東
海
道
線
の
乗
客
も
東
洋
オ
ー
チ
ス

の
ネ
オ
ン
が
見
え
て
き
て
、
あ
あ
、
東
京
に
帰
っ
て
き
た
、
我
が
家

も
も
う
す
ぐ
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う
で
す
、
ま
さ

に
蒲
田
の
地
は
大
都
会
東
京
の
西
の
玄
関
だ
っ
た
の
で
す
ね
。 

 

さ
て
、
主
題
の
東
洋
オ
ー
チ
ス
は
「
蒲
田
モ
ダ
ン
」
を
築
き
上
げ

た
メ
ン
バ
ー
の
中
で
唯
一
の
外
国
資
本
が
入
っ
た
日
米
合
弁
の
会

社
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
先
ず
紹
介
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
は
ご
賢
察
の
通
り
外
国
（
ア
メ
リ
カ
）
で
発
明
さ
れ
た
文
明

の
利
器
で
、
こ
の
誕
生
が
人
間
の
生
活
様
式
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
誕
生
さ
せ
た
人
こ
そ
が
東
洋
オ
ー
チ
ス

に
と
っ
て
は
本
家
と
言
え
る
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
チ
ス
の
創
業
者
エ
リ

シ
ャ
・
オ
ー
チ
ス
氏
な
の
で
す
。 

 

オ
ー
チ
ス
氏
は
一
八
五
二
年
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
最
大
の
欠
点
で

あ
る
墜
落
を
完
全
に
防
止
す
る
装
置
を
発
明
し
翌
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
万
国
博
覧
会
に
出
品
し
自
ら
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
イ
ラ
ス
ト
に
あ
る
よ
う
に
自
ら
が
吊
る
さ
れ
た
台
に
乗

り
ハ
サ
ミ
で
命
綱
を
切
り
ま
し
た
。
満
場
が
悲
鳴
で
包
ま
れ
る
中
、

墜
落
す
る
と
思
わ
れ
た
台
は
何
事
も
な
く
空
中
に
留
ま
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
安
全
な
乗
り
物
！
」。
以
降
、
ア
メ
リ
カ
で

次
々
と
高
層
建
築
物
が
現
れ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
人
類
の
生
活
様
式

の
改
善
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

オ
ー
チ
ス
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
一

東
洋
オ
ー
チ
ス
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー 

栗
原 

洋
三
・
岡 

茂
光  

1933年 東洋オーチス蒲田工場設立（現在 仲六郷１－６） 
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八
八
七
年
に
は
パ
リ
の
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
一
九

〇
〇
年
に
は
「
自
由
の
女
神
」
像
、
一
九
三
一
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
一
九
四
八
年
国
連
本
部
ビ
ル

等
々
オ
ー
チ
ス
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
世
界
を
席
巻
し
て
い
き
ま
し

た
。 

 

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
日
本
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
事
情
と
オ
ー
チ
ス
の

関
係
、
そ
し
て
何
故
、
蒲
田
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
生
産
工
場
と
し
て

「
東
洋
オ
ー
チ
ス
」
が
誕
生
し
た
の
か
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

日
本
に
最
初
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
登
場
し
た
の
は
一
八
九
六
年

（
明
治
二
九
）、
日
銀
本
店
で
あ
り
製
品
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し

た
オ
ー
チ
ス
製
の
も
の
で
し
た
。
オ
ー
チ
ス
製
輸
入
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
一
九
〇
一
年
、
大
阪
日
本
生
命
本
社
、
一
九
一
一
年
日
本
橋
白
木

屋
デ
パ
ー
ト
、
一
九
一
二
年
、
三
井
銀
行
本
店
、
一
九
二
四
年
、
銀

座
松
屋
デ
パ
ー
ト
と
次
々
に
設
置
さ
れ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
み
な
ら

ず
オ
ー
チ
ス
製
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
一
九
一
二
年
に
日
本
橋
の
三

越
に
日
本
初
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

で
は
、
こ
の
間
、
日
本
国
産
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
状

況
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

日
本
に
初
め
て
国
産
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
が
登
場
す
る
の
は
一
九
一
三
年
東
松
（
後
に
日
立
に
吸
収
合
併
）

と
言
う
名
前
の
会
社
が
貨
物
用
と
し
て
開
発
し
た
の
が
最
初
で
し

た
。
そ
の
後
、
一
九
一
五
年
に
同
じ
東
松
社
が
開
発
し
た
初
の
乗
用

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
大
阪
の
丸
紅
呉
服
店
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
当
時
の
日
本
製
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
安
全
性
の
保
証
が
不
十
分
と

さ
れ
ア
メ
リ
カ
製
と
の
技
術
格
差
が
全
く
縮
ま
ら
ぬ
な
か
、
輸
入
性

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
続
々
と
日
本
に
入
っ
て
き
た
の
で
す
。 

 

日
本
政
府
は
こ
の
状
況
を
憂
慮
し
、
国
産
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
保
護

を
目
的
と
し
て
輸
入
関
税
の
大
幅
値
上
げ
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の

決
定
を
受
け
た
オ
ー
チ
ス
は
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
を
重
要
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
し
て
捉
え
、
日
本
を
技
術
力
、
労
働
生
産
性
か
ら
最
適
の

地
と
し
て
三
井
物
産
と
の
合
弁
で
工
場
設
立
に
踏
み
切
り
一
九
三

三
年
蒲
田
に
東
洋
一
の
量
産
体
制
を
誇
る
「
東
洋
オ
ー
チ
ス
」
を
設

立
し
た
の
で
す
。
設
立
場
所
は
現
在
の
仲
六
郷
、
土
地
面
積
は
四
三

〇
〇
坪
、
保
有
者
は
「
蒲
田
モ
ダ
ン
」
の
先
駆
者
と
言
え
る
黒
澤
タ

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
創
業
者
の
黒
澤
貞
次
郎
氏
で
し
た
。 

 

オ
ー
チ
ス
は
何
故
工
場
建
設
地
と
し
て
蒲
田
を
選
ん
だ
の
で
し

ょ
う
か
？ 

何
故
、
工
場
用
地
を
黒
澤
貞
次
郎
氏
か
ら
購
入
す
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

蒲
田
の
利
点
、
そ
し
て
東
洋
オ
ー

チ
ス
と
黒
澤
貞
次
郎
氏
の
接
点
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？ 

 

蒲
田
と
い
う
名
前
の
由
来
の
ひ
と
つ
が
“
一
面
の
泥
田
に
蒲
が
生

い
茂
っ
た
場
所
”
で
あ
り
、
土
壌
と
水
質
は
劣
悪
と
の
世
評
が
広
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ま
っ
て
お
り
、
当
時
の
土
地
の
値
段
は
安
価
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
家

は
ま
ば
ら
で
し
た
。
そ
れ
が
、
一
九
〇
四
年
に
Ｊ
Ｒ
蒲
田
駅
が
誕
生
、

一
九
一
四
年
に
は
京
浜
東
北
線
が
運
行
を
開
始
し
、
都
心
か
ら
き
わ

め
て
至
便
な
場
所
と
な
っ
た
こ
と
が
工
場
建
設
地
と
し
て
蒲
田
を

選
ん
だ
最
大
の
理
由
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。 

 

つ
ぎ
に
、
ど
う
し
て
黒
澤
貞
次
郎
氏
が
蒲
田
に
土
地
を
保
有
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
得
た
の
か
？ 

こ
れ
に
つ
い
て
は
憶
測
の
域
を

出
な
い
の
で
す
が
蒲
田
マ
ン
、
の
み
な
ら
ず
銀
座
マ
ン
と
し
て
顔
の

広
さ
を
誇
っ
た
黒
澤
貞
次
郎
さ
ん
な
ら
で
は
知
己
の
繋
が
り
だ
と

思
い
ま
す
。
黒
澤
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
銀
座
本
店
に
毎
日
通
っ
て
い
た

黒
沢
氏
は
常
日
頃
昼
食
を
銀
座
「
凮
月
堂
」（
ふ
う
げ
つ
ど
う
）
の

奥
ま
っ
た
一
室
で
友
人
と
共
に
し
て
い
ま
し
た
。
人
呼
ん
で
「
貴
族

院
」
と
言
わ
れ
る
一
室
に
は
当
時
の
日
本
を
代
表
す
る
経
財
界
人
、

政
治
家
、
学
者
、
文
化
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
恐
ら
く
、
そ
の

中
に
は
三
井
物
産
の
幹
部
も
出
席
し
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
推
察

で
き
る
の
で
、
こ
の
席
で
蒲
田
の
土
地
が
話
題
と
な
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。 

 

一
九
三
三
年
に
完
成
し
た
「
東
洋
オ
ー
チ
ス
」
蒲
田
工
場
の
一
端

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
設
計
を
手
掛
け
た
の
は
ラ
イ
ト
と
共
に
帝
国

ホ
テ
ル
設
計
に
携
わ
っ
た
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
イ
モ
ン
ド
。
工
場
は
全

面
ガ
ラ
ス
張
り
で
明
る
く
、
設
備
も
す
べ
て
が
洋
式
、
日
本
に
数
々

の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
遺
し
た
レ
イ
モ
ン
ド
な
ら
で
は
の
建
物
と

し
て
世
間
の
話
題
を
さ
ら
い
ま
し
た
。
同
年
、
当
時
の
世
界
の
最
先

端
技
術
を
搭
載
し
た
記
念
す
べ
蒲
田
工
場
第
一
号
機
が
静
岡
の
日

赤
病
院
に
納
入
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 

東
洋
オ
ー
チ
ス
は
合
弁
会
社
と
い
う
宿
命
を
背
負
い
、
戦
前
か

ら
戦
後
に
か
け
、
軍
部
に
よ
る
統
制
圧
力
、
空
襲
被
害
な
ど
、
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
日
本
の
近
代
化
と
共
に
前
進
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
日
本
が
世
界
の
注
目
を
浴
び
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
年
、
一
九
六
四
年
に
更
な
る
発
展
を
求
め
、
工
場
を
千
葉
に
移
転

し
蒲
田
と
し
て
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。
そ
の
後
一
九
七
三
年
、
社

名
を
「
日
本
オ
ー
チ
ス
」
と
改
称
し
今
も
日
本
を
代
表
す
る
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
生
産
企
業
と
し
て
の
活
躍
を
続
け
て
い
ま
す
。 

  

蒲
田
工
場
の
跡
地
は
当
然
な
が
ら
当
時
と
様
相
は
一
変
し
て
い

る
な
か
で
「
日
本
オ
ー
チ
ス
」
が
建
立
し
た
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
誕
生

の
碑
」
だ
け
が
「
蒲
田
モ
ダ
ン
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
活
動
の
痕

跡
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。（
参
考
：
碑
の
所
在
地 

仲
六
郷
一
丁
目

六―

九 

マ
ン
シ
ョ
ン
「
ル
ネ
蒲
田 

ガ
ー
デ
ン
ス
テ
イ
ツ
」
南
側

の
緑
地
付
近
の
歩
道
脇
） 

 

あ
と
が
き 

 

そ
れ
は
二
〇
一
二
年
四
月
、
八
重
桜
が
咲
き
誇
る
京
都
で
の
こ
と
。

未
だ
現
役
で
稼
働
し
て
い
る
オ
ー
チ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
見
に
、
京

都
三
条
大
橋
の
袂
の
中
華
料
理
店
（
東
華
菜
館
）
に
旧
友
の
岡
茂
光
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さ
ん
と
訪
問
し
ま
し
た
。
日
本
で
数
多
く
の
建
造
物
を
手
掛
け
た
著

名
な
ア
メ
リ
カ
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ヴ
ォ―

リ
ス

に
よ
る
歴
史
を
感
じ
さ
れ
る
建
物
に
相
応
し
い
オ
ー
チ
ス
製
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
一
九
二
四
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
、

現
存
す
る
日
本
最
古
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

蛇
腹
式
の
開
閉

ド
ア
、
威
厳
と
し
た
佇
ま
い
の
昇
降
か
ご
に
、
子
供
の
頃
乗
っ
た
三

越
、
高
島
屋
！
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
思
い
出
し
、
と
て
も
懐
か
し
く

感
じ
ま
し
た
。
あ
の
頃
と
同
様
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
専
門
の
女
性
ス
タ

ッ
フ
の
導
き
で
音
も
な
く
滑
ら
か
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
上
昇
し
て

い
き
ま
し
た
。
私
よ
り
二
〇
歳
も
年
上
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
九
〇
年

も
の
長
き
に
わ
た
り
安
全
に
動
か
し
て
い
る
オ
ー
チ
ス
社
の
技
術

と
サ
ー
ビ
ス
に
感
動
致
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
先
進
技

術
が
日
本
の
土
地
で
日
本
人
技
術
に
よ
っ
て
進
化
を
遂
げ
た
「
東
洋

オ
ー
チ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
は
「
蒲
田
モ
ダ
ン
」
の
精
神
を
培
い
発

展
さ
せ
な
が
ら
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 

 

京都三条大橋 東華飯店(2012-4) 1926年設置 今も稼働中のオーチスエレベーター 


